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支出（使ったお金）　33万７千 円

項　　目 説　　明 金　　額

自
主
財
源

給　　料 市民税、固定資産税などの

市税
６万６千円

パ－ト収入
施設使用料や各種手数料、寄

附金、分担金、負担金、諸収

入

１万８千円

貯金の引出し 貯金を取り崩したお金 ７千円

繰 越 金 前年度からの繰越金 １万４千円

依
存
財
源

親からの
仕送り

国県から交付される使い道の

決められたお金（国県支出金）
11 万４千円

一定水準の行政サービスのた

め国から交付されるお金（地

方交付税）や各種交付金

10 万９千円

家の
改築ローンの

借入れ

複数年にわたる大きな施設整

備のために国や金融機関など

から借りるお金（市債）

２万３千円

項　　目 説　　明 金　　額

義
務
的
経
費

食　　費 給料などの「職員人件費」 ４万７千円

医  療  費 福祉医療費などの「扶助費」 ４万３千円

ローン返済 「公債費」 ３万７千円

投
資
的
経
費

家の増改築費
小中学校・道路整備などの「普

通建設事業費」や「災害復旧

事業費」

２万５千円

そ
の
他

光熱水費など
雑費

消耗品や光熱費などの

「物件費」
13 万７千円

子どもへの
仕送り

国民健康保険、介護保険など

特別会計への「繰出金」
２万４千円

自治会への
負担金

水道事業会計への「繰出金」

など
８千円

修繕・貯金など 市が管理する道路・施設の維

持補修費や積立金など
１万２千円

依存財源
  69.8％

自主
財源
30.2％

ＵＰ

ＵＰ

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

 

ギ
ロ
ン
の
論
点

議
案
の
審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

議

会

ワ

ー

ド

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

自立できているかな？
自主財源とは、市が自主的に収入
できる財源のことをいいます。家
計簿で言うと、給料（市税）や貯
金の引出しなどがこれにあたりま
す。今は、仕送り（国や県から交
付されるお金）に頼っている状況
です。

令
和
２
年
度
決
算
を

議
会
が
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
！

■９月定例会

収入（入ったお金）　35万３千 円

※ 普通会計 ＝ 一般会計 ＋ 看護専門学校特別会計

※ 千円未満切り捨てのため、合計額は異なります。

※ 金額の後ろの矢印については、昨年度決算からの増減を表しています。

９
月
定
例
会
の
メ
イ
ン
は
「
決

算
審
査
」。
事
務
の
適
正
処
理
に

厳
し
く
言
及
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
予
算
決
算
常
任
委

員
会
で
、
令
和
２
年
度
の
決
算
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
決
算
審
査
」
は
、
前
年
度
の
予

算
が
目
的
に
そ
っ
て
適
切
に
使
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
審
査
し
、
改
善
や
要
望
を

市
に
伝
え
、
今
後
の
予
算
や
事
務
執
行

に
つ
な
げ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

決算について、
論点を整理して議
員間の自由討議を
行うなど、慎重に

審査しました。

普通会計 歳出総額 404 億 7,689 万円のまちづくり

認定
令和２年度決算

普通会計
歳入総額 424 億 6,865 万円
歳出総額 404 億 7,689 万円
翌年度へ繰り越すべき財源　3 億 5,983 万円

実質収支額　16 億 3,193 万円

普通会計決算

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会
が
開
会

が
開
会

令
和
２
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
る
ま
で

市
が
決
算
書
や
資
料
を
作
成

令
和
２
年
度
事
業
が
終
了

令
和
２
年
度
事
業
が
終
了

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査

7 月　　5 月　　4 月

本
会
議
採
決

本
会
議
採
決
（
決
算
を
認
定
）

（
決
算
を
認
定
）

令
和
２
年
度
決
算
認
定
議
案
を

市
長
が
議
会
に
提
出
し
説
明

出納整理期間：光熱費など翌月請求分の支払のための整理期間。
　　　　　　　会計年度経過後の未収金・未払金の整理を行うことができる期間。

10/1

出
納
整
理
期
間

本
会
議
で
の
質
疑
後
、

本
会
議
で
の
質
疑
後
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
審
査

予
算
決
算
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
審
査

3/319/1

カイ

　　　セツ　　

ＵＰ貯金と借金はいくら？
貯金（基金）残高
　総額 156 億 893 万円
借金（市債）残高
　総額 355 億 8,636 万円
　（この中には後年度に地方
　  交付税で措置されるもの
　  もあります。）
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ＵＰ

決算の詳しい金額や
財政指標などは、広
報たんば 10 月号に
掲載されていますの
でご覧ください。

１ヶ月の

普通会計の決算額（年額）を１万分の１に縮小して、

12 か月で割りました。 丹波市ホームページ

決
算
審
査
は
な
ぜ
９
月
議
会
で

行
わ
れ
る
の
？

　
一
般
的
に
金
銭
の
や
り
取
り
に
関
係
な

く
取
引
が
発
生
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
費

用
と
収
益
を
認
識
す
る
「
発
生
主
義
」
の

法
人
は
、
会
計
年
度
終
了
と
と
も
に
出
納

が
完
結
す
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
３
ヶ
月
以

内
に
株
主
総
会
を
開
き
、
株
主
に
対
し
て

決
算
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
一
方
、
現
金
の
入
出
金
に
基
づ
い
て
費

用
と
収
益
を
認
識
す
る
「
現
金
主
義
」
の

地
方
自
治
体
は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月
31

日
ま
で
の
「
出
納
整
理
期
間
」
カイ

　　　セツ　　

に
入

出
金
事
務
を
完
了
し
た
後
で
な
い
と
決
算

事
務
が
行
え
な
い
た
め
、
早
く
て
も
会
計

年
度
が
終
了
し
た
半
年
後
の
９
月
議
会
で

決
算
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で

す
。

家計簿にしてみると…
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鹿加工組合の決算書を見ると、法
人ではないため監査もなされてい

ないようである。そういう意味でも今
の状態は問題である。令和３年度内に
体制を改めないと、来年度以降に補助
金を出すことの是非が問われる。新体
制に向けて市長も協議に入るべきでは
ないか。

市としても新たな組織体系を構築
しなければならないと考え、現在

法人化を検討しています。構成員であ
る３者にも法人化について一定の理解
はいただいており、将来にわたっても
この事業が継続発展できるよう、市と
して仲介の労をとるということでご理
解いただきたいと思います。

答

問

決
議

財政調整基金は 45 億円以上を必
要としており、実質収支は黒字

６億円から黒字 10 億円が望ましいとさ
れています。この適正額に近づけるよ
うに予算の早期執行に努力します。

コンプライアンス（法令遵守）の徹底と
ガバナンスの強化を求める決議
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１

委員会で出た主な質疑

　市政におけるコンプライアンスの問題について、議会は、令和元年９月定

例会で「適正な事務執行とコンプライアンスの徹底を求める決議」を、また、

令和２年９月定例会で「重ねてコンプライアンスの徹底と職場風土の改善を

求める決議」を行い、コンプライアンスの徹底と職場風土の改善・醸成に取

り組むことを強く求めてきた。

　一方、当局では、意思決定過程の透明化を通して説明責任を果たすことな

どを強調した『コンプライアンス基本方針』の改訂を行ってきたところである。

　しかしながら、本年１月、健康福祉部子育て支援課の事務執行において、

個人情報の漏洩が明らかになった。その改善策を議会に示したにもかかわら

ず、引継ぎを怠り、取り決めを勝手に変更した結果、７月にまったく同じ問

題を繰り返している。また、※山南中学校移転先の敷地面積についても、十分

な台帳確認を怠り不信を招いているところである。

　加えて、昨年 12 月定例会と今回の９月定例会では、いったん提案された議

案において、条文に疑義が生じるなど、十分な精査が行われておらず、急遽

撤回された。

　これら一連の問題は、コンプライアンス上の重要な事案として極めて遺憾

であると指摘せざるを得ない。組織の管理・運営体制を省み、一層のコンプ

ライアンスの推進・徹底と、職場風土の改善へガバナンスの強化を求めるも

のである。

　以上、決議する。

令和３年 10 月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹　波　市　議　会

急傾斜地崩壊対策工事では、工事費の 100 分の１の分担金が地元負担分として
発生します。しかし、この分担金について事前に地元へ十分な説明がなかった
ために、徴収できていない事業がありました。

市にコンプライアンス（法令遵守）の徹底と
ガバナンスの強化を求めました！

急傾斜地崩壊対策工事分担金の急傾斜地崩壊対策工事分担金の
決算書未計上決算書未計上

分担金が未賦課になっている事
業について、市としてどのような

対応をとっているのか。

分担金に関しては令和 3 年度に
請求できるように内部協議中で

すが、事前に地元への説明ができてい
なかったことから請求できるかどうか
も含めて、弁護士を交え協議を行って
います。

答

問 調定額にも収入未済額にも計上
されていないが、決算事務として

問題はないのか。

請求額が確定していない以上は、
令和２年度決算に調定額、収入未

済額として計上することができません。
会計上の処理としては適切な事務です。

答

問

設立当初の計画では、５～６年で
鹿加工組合として自立して運営

できる状態になることを目指し、覚書
のもと平成 26 年度から平成 30 年度ま
では、毎年人件費相当（600 万円程度）
の補助金を出すこととしていた。しか
し、覚書終了後も補助金を出している。
運営状況はどうなっているのか。

令和２年度決算は赤字となってい
ます。当初は５年間の補助金の

交付計画にしていましたが、市からの
補助金がなくては運営が困難と判断し、
現在まで補助金を交付している状況で
す。
　覚書は継続していませんので、今後、
新たな覚書の締結を検討します。

答

２ 鹿加工組合へ補助金を出すことは鹿加工組合へ補助金を出すことは
適正か適正か

問

３ 基金の在り方基金の在り方

財政調整基金約 55 億円、地域振
興基金約 42 億円で、実質収支は

約 16 億円黒字である。実質公債費比率
5.7％で前年度より 0.4％改善している。
丹波市の財政は極めて健全で、もっと
市民サービスの事業をすべきではない
か。

答問

※ 山南地域統合中学校の建設地等の敷地面積
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氷上さくら公園は、兵庫県下で３地域（氷上町犬岡・宝塚市武田尾・城崎町楽々

浦）が選定された「さくらの名所づくりモデル事業」の一つとして、平成 13

年４月に開園しました。「人々が集う名所づくり」「加古川と一体となった名所

づくり」「周辺地域とのネットワークを強化する名所づくり」「地域色豊かな名

所づくり」を基本方針として設置されています。

論点！
ココがギロンの

９月
定例会

見
送
る
の
か
⁉

氷
上
さ
く
ら
公
園
　
展
望
台 

改
修

氷上さくら公園展望台改修工事
には、ひょうご地域創生交付金を

活用する予定であったが、来年度も交
付金の見込みはあるのか。

氷上さくら公園展望台改修工事
の 予 算 額 500 万 円 の 内、470 万

円は合併特例債を活用し、残りの 30 万
円にひょうご地域創生交付金を充てる
予定にしていました。
　来年度、兵庫県においてこの事業の
継続は未確定ですので、この事業が継
続されれば、活用したいと考えます。

問

答

ウッドショックで木材価格が高騰
したから改修工事を見送るのか。

丹波市は「公共建築物等における木材
の利用の促進に関する法律」に基づい
て丹波市産の木質建材を有効利用し、
安心して遊べる公園を目指しているの
ではなかったか。

令和２年度においては、園路やト
イレの改修工事を行いました。

　令和３年度は展望台の改修を予定し
ていましたが、再度見積もりを取ると
予算額 500 万円に対し約 900 万円と 1.8
倍の見積額となりました。９月定例会
において差額 400 万円の増額補正も考
えましたが、今後も更なる価格の上昇
が見込まれますので、木材価格の動向
をみるため見送りの判断をしました。

答

９月補正で減額すると、令和４年
度の予算計上まで工事の進展が

見込めなくなる。動向を見極めるので
あれば来年の３月まで工事の可否の判
断を待つことはできないのか。

木材価格の動向をみたいと判断
しましたが、展望台の整備を進

めたい考え方は変わっていませんので、
市場価格の動向を見ながら時期を見て
予算要求していきます。

問

問

答

氷上さくら公園　展望台
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山南統合中学校建設において丹波市初の山南統合中学校建設において丹波市初の
地域経済に配慮した地域経済に配慮した  分離発注方式導入！分離発注方式導入！

（総額  27 億 2,470 万円）（総額  27 億 2,470 万円）

特定ＪＶ カイ

　　　セツ　　
で地元企業に配慮さ

れたのは良かった。そこで、地元
企業の仕事割合は把握しているのか。

地域経済の循環の観点から、建
築・電気設備・機械設備の工事に

分離して発注し、特定ＪＶ間の出資割
合は把握しています。
　しかし、仕事割合は把握できていま
せんので、今後、下請工事や資材調達
などについて、市内事業者への受注機
会の確保について協力依頼を行ってい
きます。

問

答

電気設備では、２億 5,000 万円
程度の工事発注であり、丹波市

内業者だけでも受注できたのではない
か。特定ＪＶを組ませる必要があった
のか。

丹波市建設工事共同企業体取扱
要綱の基準に基づき、工事の規

模が大きいことや履行期間が短いこと、
丹波市発注工事として初めての分離発
注工事であることなどを総合的に勘案
し、入札参加者審査会において特定Ｊ
Ｖでの発注が望ましいと考えました。

問

答

カイ

　　　セツ　　

特定ＪＶ：特定ＪＶ（特定建設工事共同企業体）とは、

　　　　　大規模かつ技術難度の高い工事の施工に際

　　　　　して、技術力等を結集することにより、工

　　　　　事の安定的施工を確保する場合等工事の規

　　　　　模・性格等に照らし、共同企業体による施

　　　　　工が必要と認められる場合に工事ごとに結

　　　　　成する共同企業体をいう。

神姫グリーンバス㈱に神姫グリーンバス㈱に４台目４台目のの
中型ノンステップバス中型ノンステップバス車両を貸し付け、車両を貸し付け、
市民の利便性を図る市民の利便性を図る

バスの乗客は少ないようだ。人口
減少も考えると小型バスでも良

いのではないか。

朝夕は高校生のほか、一般の乗客
も多く、中型バスでも乗客が座

りきれない便もあります。また、今後、
高齢者の免許返納者の増加に伴い、路
線バスの利用が増える可能性もあるこ
とから、座席数が多い中型バスとして
います。

問

答

今回で４台目となるが、神姫グ
リーンバスから要望されたらいく

らでも貸し付けるのはいかがなものか。

平成 23 年に貸し付けた２台が更
新時期になっているので、それを

見込んで昨年、今年と１台ずつ導入し
ました。単純な台数増ではありません。

問

答

山南統合中学校完成予定図

現在運行中の中型
ノンステップバス

※ 今回の請負方法においては、「丹波市内に建設業の許可

　 を受けた主たる営業所を有する者を構成員に含むこと」

　 が条件にある。
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　令和３年６月に行われた「上小倉物品庫」の公売手続き（土地・建物一括売却）
に関して、関係書類の検閲が必要と判断し、地方自治法第９８条第１項の規定によ
る事務検査を行う調査権の付与が議決されました。
　これにより、調査の過程で必要と認められる資料及び証拠書類等の提出並びに報
告の請求が可能となりました。

９８条調査権　総務文教常任員会へ付与
～ 本会議にて　全会一致で可決 ～

論点！
ココがギロンの

９月
定例会

新過疎法新過疎法でで青垣地域青垣地域の活性化はの活性化は
図れるのか？図れるのか？

　令和３年４月１日に「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法（新過疎法）」

が施行されました。

　過疎地域に指定されるには財政要件と人口要件の両方を満たす必要があり、旧６町の中

で青垣地域のみが両方を満たすことから、令和３年４月１日に青垣地域が過疎地域に指定

されました。これに伴い、丹波市過疎地域持続的発展計画を策定しました。

新過疎法の目的は、過疎からの脱
却が目的である。どのような計画

にしたのか。

旧青垣町の振興計画までさかのぼ
り、青垣地域独自の課題を整理し

つつ、第２次丹波市総合計画をはじめ
とする各種個別計画及び兵庫県過疎地
域持続的発展方針と整合を図り、本計
画を策定しました。

問

答

今回策定された計画は新過疎法で
ないとできない特色のある事業を

考えられたのか。

実現可能性がある事業を記載して
います。今後、追加で計画に事業

を記載する場合もあります。

問

答

定住促進対策として、応相寺宅地
分譲団地の価格を変更する計画

は考えられるか。

令和 5 年に価格見直しができる
よう検討しています。

問

答

今後、今後、新過疎法新過疎法は丹波市やは丹波市や
青垣地域にどう青垣地域にどう活かされる活かされるの？の？

人口減少人口減少の対策はの対策は

武庫川女子大学は特に青垣地域
と関係が深く、より強い連携を望

んでいるようだが、新過疎法を活用し
て新たな取組は考えられないか。

他の大学も含め、今後も連携の輪
を広めていきたいと考えていま

す。

問

答

地域活動連携地域活動連携はは

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
月
定
例
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

 

ギ
ロ
ン
の
論
点

議
案
の
審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

議

会

ワ

ー

ド

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

議
案
の
審
議
結
果

全員賛成で可決した議案
■議案の審議結果

９月定例会

審議結果

賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案 結  果
賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

足
立
嘉
正

酒
井
浩
二

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

奥
村
正
行

前
川
進
介

谷
水
雄
一

吉
積　

毅

小
橋
昭
彦

垣
内
廣
明

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

大
西
ひ
ろ
美

近
藤
憲
生

山
名
隆
衛

渡
辺
秀
幸

広
田
ま
ゆ
み

須
原
弥
生

藤
原　

悟

令和２
年度

決算の
認定

一般会計 認 定 16 2 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ 議
長

国民健康保険特別会計事業勘定 認 定 16 2 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ 議
長

介護保険特別会計保険事業勘定 認 定 16 2 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ 議
長

後期高齢者医療特別会計 認 定 16 2 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ 議
長

意見書
コロナ禍における米価下落
対策を求める意見書

　※ 16 ページに掲載

可 決 17 2 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ 議
長

その他
市過疎地域持続的発展計画の

策定
原 案
可 決 18 1 ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ 議

長

※ ○は賛成、●は反対、退は退席、 は賛成・反対討論を行った議員。

※ 議長は議事進行を行うため、原則として採決には加わりません。

※ 特別多数議決 特  ：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については過半数または３分の２以上の賛成を必要とし、議長も

　　　　　　　　　　採決に加わります。

議　　　案

令
和
２
年
度
決
算
の
認
定

〇 国民健康保険特別会計直診勘定

〇 訪問看護ステーション特別会計

〇 地方卸売市場特別会計

〇 駐車場特別会計

〇 看護専門学校特別会計

〇 水道事業会計

〇 下水道事業会計

令
和
３
年
度
補
正
予
算

〇 一般会計（第４号）

〇 一般会計（第５号）

〇 国民健康保険特別会計事業勘定

　 （第２号）

〇 国民健康保険特別会計直診勘定

　 （第１号）

〇 介護保険特別会計保険事業勘定

　 （第１号）

〇 後期高齢者医療特別会計（第１号）

〇 訪問看護ステーション特別会計

　 （第１号）

〇 看護専門学校特別会計（第１号）

〇 地方卸売市場特別会計（第１号）

〇 駐車場特別会計（第１号）

〇 水道事業会計（第１号）

〇 下水道事業会計（第１号）

議　　　案　

条
例

制
定

〇 市過疎地域における固定資産税の課税
　 免除に関する条例

条
例

廃
止

〇 低開発地域工業開発地区の指定に伴う
　 固定資産税の課税免除に関する条例

契
約
の
締
結

〇 中型ノンステップバス車両購入

〇 教育用センターサーバ機器購入

〇 小型動力ポンプ普通積載車等購入

〇 山南地域統合中学校建設工事
　 （建築）請負

〇 山南地域統合中学校建設工事
　 （電気設備）請負

〇 山南地域統合中学校建設工事
　 （機械設備）請負

そ
の
他

〇 市営住宅藤野団地の廃止 特

決
議

〇 事務検査に関する決議

〇 コンプライアンス（法令遵守）の徹底
　 とガバナンスの強化を求める決議
　 ※ ５ページに掲載

撤
回

〇 市有財産の無償譲渡
　 （宗教法人　賀茂神社）

可決
全員 賛成で

意見書、決議の詳細はこちら→
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

須
原
弥
生

太
田
喜
一
郎

吉
積 

毅

足
立
嘉
正

前
川
進
介

西
本
嘉
宏

酒
井
浩
二

小
川
庄
策

小
橋
昭
彦

ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は60分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接求めるこ

とができる唯一の機会です。私たちの生活にかかわることについて質問や提言を行い

ました。

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

今回は

14 人の一般質問が

行われました！

 

フ
レ
イ
ル
予
防
で
健
康
寿
命

の
延
伸
を

答

保
健
指
導
等
に
よ
り
予
防
啓

発
を
実
施
し
、
健
康
意
識
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員

 

市
長
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
で
の
役
目
は

答

市
民
や
職
員
の
提
案
に
耳
を

傾
け
、
市
政
の
最
高
責
任
者

と
し
て
決
定
し
ま
す
。

頂
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
連

携
を
密
に
し
て
生
活
の
困

り
ご
と
の
相
談
に
対
応
し

ま
す
。
独
自
の
療
養
施
設

は
、
医
師
や
看
護
師
の
確

保
に
無
理
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
補
償
は
、
社
会
保

険
や
、
国
民
健
康
保
険
か

ら
「
傷
病
手
当
金
制
度
」

を
活
用
頂
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　
生
活
困
窮
に
陥
ら
れ
た

方
に
は
、
生
活
福
祉
資
金

貸
付
な
ど
の
制
度
を
利
用

く
だ
さ
い
。「
福
祉
ま
る

ご
と
相
談
」
ま
で
、
相
談

頂
き
た
い
で
す
。

「
大
災
害
」
と
の
認

識
の
う
え
、「
や
れ

な
い
理
由
を
考
え
る
よ
り

や
る
対
応
を
考
え
る
」
そ

ん
な
信
念
・
決
意
か
。

丹
波
市
の
非
常
事

態
と
認
識
し
感
染

症
対
策
室
を
設
置
し
、
全

職
員
で
取
り
組
む
体
制
で

す
。

　
市
民
の
声
な
ど
に
耳
を

傾
け
、適
切
な
対
策
を
国・

県
の
動
向
に
注
視
し
な
が

ら
適
時
適
切
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

丹
波
市
独
自
の
医
療
体

制
・
補
償
は

自
宅
療
養
の
支
援
と

独
自
の
療
養
施
設
の

確
保
、
そ
し
て
、
自
宅
待

機
を
強
い
ら
れ
る
ア
ル
バ

イ
ト
等
の
所
得
補
償
や
見

舞
金
制
度
は
。

県
か
ら
、
自
宅
療

養
者
の
情
報
は
、
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら

答 問

ワクチン接種　１２歳以上
対象にスタート

問

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員

 

米
作
り
農
家
へ
の
支
援

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
米

価
が
下
が
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　
丹
波
篠
山
市
で
は
１
反

３
，
０
０
０
円
の
補
助
を

だ
し
て
い
る
。
同
様
の
米

作
り
農
家
へ
の
支
援
策
を

す
べ
き
。

丹
波
市
で
は
中
小

企
業
者
事
業
継
続

応
援
金
と
し
て
農
業
者
も

含
め
、
応
援
金
を
給
付
し

支
援
し
て
い
ま
す
。

山
南
統
合
中
学
校
用

地
の
山
南
中
央
公
園

の
面
積
が
約
３
，
０
０
０

平
米
も
違
っ
て
公
表
し
て

い
た
の
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
上
、
大
き
な
問
題

だ
。
再
発
防
止
と
関
係
者

の
処
分
は
。

参
照
し
た
資
料
が

違
っ
て
お
り
、
面
積

の
違
い
が
生
じ
ま
し
た
。

市
販
の
地
図
シ
ス
テ
ム
か

ら
の
計
算
を
用
い
、
財
産

台
帳
等
と
の
照
合
を
す
べ

き
で
し
た
。
今
後
は
、
慎

重
に
丁
寧
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
を

高
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
の
無
料
化
は
県

下
15
の
自
治
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
丹
波
市
で
も

実
施
に
ふ
み
き
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

研
究
い
た
し
ま
す
。

答 問

教
育
委
員
会
が
面
積
を

間
違
う
の
は

答

財
産
台
帳
等
と
の
照
合
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
の
は
ミ
ス

で
す
。

実る稲穂。米価は下落予想。

問

渡
わたなべ

辺　秀
ひでゆき

幸  議員

 

　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
自
転
車
歩
行
者
道

が
整
備
さ
れ
て
安
全
性
を

確
保
し
て
い
る
為
、
設
置

基
準
に
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

忠
魂
碑
施
設
整
備
と
今
後

の
方
針
は

市
内
27
ケ
所
の
忠
魂

碑
等
、
遺
族
会
員
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後

ど
う
対
処
す
る
の
か
。

市
か
ら
は
、
忠
魂
碑

管
理
補
助
金
と
し

て
、
一
箇
所
あ
た
り
、
年

間
１
８
，
０
０
０
円
を
交

付
し
て
い
ま
す
が
、
将
来

を
見
据
え
、
忠
魂
碑
の
あ

り
方
も
含
め
、
遺
族
会
役

員
様
と
対
応
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

中
学
生
通
学
路
の
市

道
前
木
戸
梶
原
線
は

大
型
車
の
通
行
も
多
く
、

樹
木
の
枝
が
繁
り
危
険
で

あ
る
。
支
障
木
の
伐
採
と

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
を
望

む
。

市
内
各
所
同
様
の

事
例
が
あ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
所
有
者
の

方
に
伐
採
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。ご
指
摘
の
所
は
、

事
故
発
生
を
予
測
し
、
一

部
区
間
を
伐
採
し
ま
し

た
。 答 問

中
学
生
通
学
路
の
さ
ら
な
る

整
備
を

答

現
在
危
険
箇
所
の
調
査
を
し

て
お
り
、
関
係
機
関
と
協
議

の
上
対
応
し
ま
す
。

山がせまる通学路

問

大
おおにし

西ひろ美
み

  議員
 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
取
組
を
！

市
民
へ
の
周
知
啓
発

と
選
択
肢
の
提
供

が
必
要
で
は
な
い
か
。

各
関
係
機
関
と
の

継
続
的
な
見
守
り

支
援
の
行
え
る
共
通
認
識

は
構
築
で
き
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
認
識
を
深
め

子
ど
も
の
幸
せ
が
守
れ
る

よ
う
に
研
修
会
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員

等
へ
の
研
修
や
市
民
の
皆

様
へ
の
周
知
も
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条

例
が
必
要
で
は
な
い

か
。

現
在
条
例
の
制
定

は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立

す
る
事
の
な
い
よ
う
支
え

て
い
け
る
体
制
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
で
の
性
教
育

は
男
女
共
に
学
び
、

困
っ
た
時
に
は
容
易
に
言

葉
に
で
き
相
談
で
き
る
環

境
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。男

女
一
緒
に
学
び
、

子
ど
も
達
が
自
分
の

心
や
体
の
変
化
に
安
心
し

て
向
き
合
い
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
理
用
品
に
対
す
る

貧
困
に
、
継
続
的

な
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
。

緊
急
的
な
対
応
と

し
て
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
の
事
業
に
生

理
用
品
を
加
え
ら
れ
る
よ

う
に
協
議
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
的
な
支
援
と

し
て
、
他
市
町
の
状
況
を

見
な
が
ら
今
後
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

答 問

生
理
の
貧
困

を

ど

う

捉
え
る
の
か

カイ

　　　セツ　　

答

社
会
全
体
で
考
え
る
必
要
が

あ
る
人
権
課
題
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

生理の貧困：生理用品や生理に関するすべてにアクセスできない状態
ヤングケアラー：ケアが必要な家族に、大人が担うようなケア責任を引き受けている 18 歳未満の子ども

問答

問

問答

カイ

　　　セツ　　

問答

カイ

　　　セツ　　

答

答

答

答

た
養
成
講
座
の
内
容
を
検

討
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
協

働
し
た
体
制
づ
く
り
を
構

築
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
・
濃
厚
接
触
者
へ
の

支
援
は
充
分
か

丹
波
市
の
支
援
の
考

え
方
は
。

情
報
は
健
康
福
祉
事

務
所
し
か
知
り
得
な

い
為
、
市
の
支
援
情
報
の

伝
達
に
つ
い
て
同
事
務
所

に
依
頼
、
ま
た
同
事
務
所

の
指
示
に
よ
り
検
査
を
受

け
ら
れ
た
方
に
診
察
料
等

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
健
診
の
状

況
は
ど
う
か
。
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
推
進
・

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。

介
護
予
備
群
と
な
る

フ
レ
イ
ル
状
態
の
後

期
高
齢
者
発
見
の
た
め
、

75
歳
以
上
の
全
健
診
で

「
フ
レ
イ
ル
健
診
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

は
、
健
診
デ
ー
タ
分
析
、

口
腔
フ
レ
イ
ル
リ
ス
ク
分

析
を
基
に
保
健
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
推
進
の

た
め
に
は
、
健
診
受
診
者

の
増
加
を
図
り
、
高
齢
者

が
集
ま
る
場
に
お
け
る

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
充
実
を

検
討
し
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

を
「
い
き
い
き
百
歳
体
操

サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
位
置
づ

け
て
、
来
年
度
以
降
、
市

の
フ
レ
イ
ル
対
策
に
沿
っ

答 問

フレイル予防に必要な 3 つの
柱は栄養・運動・社会参加です

問答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

須
原
弥
生

太
田
喜
一
郎

吉
積 

毅

足
立
嘉
正

前
川
進
介

西
本
嘉
宏

酒
井
浩
二

小
川
庄
策

小
橋
昭
彦

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

■一般質問

足
あ だ ち

立　嘉
よしまさ

正  議員

 

響
が
少
な
く
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
内
で
働
け
る
雇
用
環
境

づ
く
り
の
た
め
に

災
害
等
に
よ
る
リ
ス

ク
分
散
が
進
む
中
、

本
市
に
用
地
を
求
め
る
企

業
も
少
な
く
な
い
。
歌
道

谷
公
共
用
多
目
的
用
地
の

工
業
立
地
促
進
地
区
指
定

も
含
め
た
積
極
的
な
企
業

誘
致
が
必
要
で
は
。

現
在
、
市
所
有
の
立

地
用
地
が
な
い
こ

と
か
ら
市
内
不
動
産
業
者

と
情
報
共
有
を
図
り
対
応

し
、
企
業
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
歌
道
谷
公
共
用
多
目
的

用
地
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
地
質
調
査
を
完
了
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
同

地
を
立
地
用
地
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
調
整
を
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

丹
波
市
版
グ
リ
ー
ン

成
長
を
め
ざ
す
た
め

の
市
民
総
が
か
り
で
の
ご

み
減
量
化
の
取
組
や
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

か
な
い
ご
み
減
量
化
策
が

最
重
要
政
策
で
は
。

市
が
行
う
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
う
ち
、
ご
み

処
理
は
、
無
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
、
他
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
よ
り
も
優
先
し

て
行
う
べ
き
施
策
で
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
で
燃
や
す
ご
み
を
減

量
化
す
る
こ
と
が
、
最
終

的
に
は
、経
費
が
少
な
く
、

将
来
に
わ
た
っ
て
他
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
与
え
る
影

答 問

よ
り
積
極
的
な
ご
み
減
量
化

の
施
策
を
！

答

市
民
総
が
か
り
で
減
量
化
に

取
組
め
る
よ
う
活
動
の
見
え

る
化
を
図
り
ま
す
。

混ぜればごみ、分ければ資源

問

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介  議員

 

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。人

権
に
配
慮
の
足
り

な
い
ル
ー
ル
の
運
用

は
、
職
員
の
人
権
意
識
の

低
さ
が
問
題
の
本
質
で
は

な
い
か
。
特
に
社
会
的
弱

者
で
あ
る
子
ど
も
の
人
権

侵
害
が
起
き
て
い
な
い
か

監
視
す
る
第
三
者
機
関
を

設
け
る
こ
と
で
、
市
全
体

の
人
権
意
識
を
高
め
な
い

か
。

第
三
者
機
関
を
設
置

す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
市
長
、

副
市
長
が
直
接
職
員
と
対

面
で
話
を
し
、「
あ
あ
し

ろ
、
こ
う
し
ろ
」
と
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
市

職
員
と
し
て
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
か
を
問
い
続
け
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚

の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

春
日
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー

ル
で
メ
ガ
ネ
や
水
中

メ
ガ
ネ
の
使
用
禁
止
の
対

応
な
ど
、
市
民
へ
の
一
律

禁
止
は
管
理
す
る
側
か
ら

す
る
と
ラ
ク
だ
が
、
そ
の

弊
害
と
し
て
市
民
の
権
利

を
奪
っ
て
い
る
。
市
民
の

権
利
（
人
権
）
が
最
大
限

に
行
使
で
き
る
よ
う
、
柔

軟
な
ル
ー
ル
で
運
用
で
き

な
い
か
。

ご
指
摘
の
通
り
、
一

律
の
禁
止
で
は
な

く
、「
ど
う
し
た
ら
市
民

の
利
便
性
を
維
持
で
き
る

の
か
」
と
い
う
視
点
を
持

つ
こ
と
は
大
変
重
要
で
、

過
度
な
表
現
に
配
慮
が

あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
り

ま
し
た
。
様
々
な
市
民
の

視
点
に
立
ち
、
社
会
情
勢

の
変
化
や
時
代
の
流
れ
を

考
慮
し
て
、
柔
軟
で
細
や

か
な
対
応
が
で
き
る
も
の

答 問

市
民
の
権
利
を
尊
重
し
た

市
政
運
営
を

答

職
員
の
人
権
意
識
を
高
め
、

一
律
禁
止
で
は
な
く
市
民
の

権
利
に
配
慮
し
ま
す
。

問

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員
 

個
人
情
報
保
護
で

患
者
の
療
養
先
は

公
表
さ
れ
ず
、
市
内
の
状

況
が
不
明
で
体
制
整
備
は

困
難
で
す
。

感
染
者
が
若
年
層

に
広
が
る
中
、
子
ど

も
の
感
染
リ
ス
ク
が
高
い

分
野
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
定

期
的
に
実
施
す
べ
き
だ
。

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
は
検
査
件
数
の

増
加
を
招
き
、
必
要
な
方

の
検
査
に
支
障
と
な
る
た

め
、
市
と
し
て
行
う
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
別
接
種
の
医
療

機
関
が
非
公
開
と

な
っ
て
い
る
。
公
表
す
べ

き
で
は
。

医
師
会
の
協
力
で
、

８
月
27
日
に
個
別

接
種
実
施
医
療
機
関
を
公

表
、
報
道
に
資
料
提
供
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

が
今
年
１
月
に
発

効
し
た
。
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
る
日
本
政
府
は
、
こ

の
条
約
を
批
准
し
て
い
な

い
。「
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
の
首
長
と
し
て
、
政

府
に
対
し
、
早
期
に
批
准

す
る
よ
う
要
請
を
。

政
府
は
、
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
と
し
て

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署

名
・
批
准
を
行
い
、
先
頭

に
立
っ
て
訴
え
る
べ
き
で

す
。
関
係
団
体
か
ら
の
日

本
政
府
に
対
す
る
要
請
文

に
市
長
名
で
署
名
を
行
い

ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
抜
本
的
強
化

丹
波
市
の
自
宅
療

養
者
の
実
態
を
示

し
、
在
宅
医
療
を
支
え
る

体
制
の
強
化
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答 問

核
兵
器
禁
止
条
約
批
准
を

国
に
求
め
よ

答

政
府
に
対
す
る
要
請
文
の
署

名
を
市
長
名
で
行
い
ま
し

た
。

問

答

答

答問答問答

■一般質問

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

 

命
を
守
る
た
め
に
自
殺
対

策
行
動
計
画
の
遂
行
を

丹
波
市
自
殺
対
策

行
動
計
画
は
計
画

通
り
の
取
組
が
で
き
て
い

る
か
。学

校
で
は
、
豊
か
な

心
を
育
む
講
演
会

を
全
小•

中
学
校
で
年
１

回
開
催
し
、
中
学
校
で
は

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
る
教
育
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
教
育
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
自
殺
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
包
括
的
な
取

組
が
重
要
で
あ
り
、
自
殺

対
策
庁
内
連
絡
会
を
年
２

回
開
催
し
、
計
画
の
進
捗

確
認
を
し
な
が
ら
、
関
係

部
署
と
情
報
の
共
有
や
連

携
し
た
支
援
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

重
症
心
身
障
が
い
者

の
重
度
化•

高
齢
化

や
一
時
的
な
宿
泊
及
び
日

中
の
通
い
の
場
に
対
応
で

き
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

創
設
を
。

市
内
に
重
度
の
方

を
対
象
と
し
た
事

業
所
が
な
い
こ
と
で
、
市

外
の
事
業
所
を
利
用
し
た

り
、
自
宅
で
過
ご
さ
れ
る

等
、
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
親
な

き
あ
と
や
病
気
に
な
っ
た

場
合
の
不
安
の
声
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
現
状
を
ふ
ま

え
て
、
ま
ず
は
日
中
の
通

い
の
場
と
な
る
生
活
介
護

事
業
所
の
確
保
に
向
け
、

補
助
制
度
の
支
援
も
含
め

整
備
の
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

答 問

重
症
心
身
障
が
い
者
の

事
業
所
開
設
を

答

金
銭
的
支
援
も
含
め
て
、
日

中
の
通
い
の
場
の
設
置
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

問

太
お お た

田喜
き い ち ろ う

一郎  議員

 

事
業
費
の
平
準
化
を

図
る
た
め
、
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

丹
波
市
の
脱
炭
素
化

は
ど
う
す
る
の
か

菅
首
相
が
２
０

２
０
年
10
月
に

「
２
０
５
０
年
ま
で
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル

の
実
現
」
を
宣

言
し
、
国
の
地
球
温

暖
化
対
策
が
大
き
く

転
換
、
各
自
治
体
で

「
地
域
の
脱
炭
素
化
」

に
取
り
組
む
動
き
が

本
格
化
し
て
い
る
。

宣
言
を
受
け
、
市
長

と
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
」

の
宣

言
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
に
お
い
て
宣

言
が
出
来
る
よ

う
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
が
今
は
宣
言
し

ま
せ
ん
。

丹
波
市
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
中
心

部
に
「
統
合
庁
舎
」
を
配

置
す
る
と
な
っ
て
い
る
が

ど
う
か
。

統
合
庁
舎
整
備
の

議
論
や
建
設
そ
の
も

の
を
白
紙
撤
回
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
公
共
施
設
個
別
施

設
計
画
」
に
示
す
本

庁
舎
及
び
春
日
庁
舎
等
の

大
規
模
改
修
の
是
非
は
い

つ
検
討
す
る
の
か
。

将
来
に
お
い
て
改
め

て
必
要
な
時
期
に

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
公

共
施
設
個
別
施
設
計
画
は

答 問

新
庁
舎
建
設
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は

答

大
規
模
改
修
も
検
討
し
て
お

り
、
新
庁
舎
建
設
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
示
し
ま
す
。

大規模改修時、仮事務所への
移転が困難な本庁舎

問

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

 

と
し
て
利
用
が
可
能
か
、

条
件
を
確
認
し
て
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
貸
出
し

に
つ
い
て
は
減
量
効
果
、

使
用
見
込
み
を
勘
案
し
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

桜
づ
つ
み
回
廊
の
管
理
は

ふ
る
さ
と
桜
づ
つ
み

回
廊
が
整
備
さ
れ
て

約
20
年
、
重
要
な
観
光
資

源
で
あ
る
。
予
算
化
や
組

織
化
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

植
樹
後
は
県
か
ら

地
元
に
移
管
す
る

考
え
で
事
業
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
事
業
開
始

か
ら
20
年
以
上
経
過
し
た

現
在
、
維
持
管
理
を
誰
が

行
う
の
か
不
透
明
な
状
況

で
す
が
、
基
本
的
に
は
地

元
と
考
え
て
い
ま
す
。
予

算
化
に
つ
い
て
は
現
状
予

算
で
対
応
し
、
管
理
組
織

化
に
つ
い
て
は
ど
う
い
っ

た
方
向
で
取
り
組
め
る

か
、
兵
庫
県
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

紙
お
む
つ
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
取
組
め
な
い

か
。
ま
た
剪
定
枝
を
市
内

企
業
に
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

と
し
て
の
利
用
推
進
や
、

市
民
に
樹
木
粉
砕
機
の
貸

出
し
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

紙
お
む
つ
の
取
組
は

ス
ペ
ー
ス
と
多
額
の

設
備
投
資
が
必
要
な
た
め

考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
資

源
化
を
含
む
適
正
処
理
に

つ
い
て
は
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。
剪
定
枝
は
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

答 問

ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化
の

施
策
は

答

剪
定
枝
、
刈
草
、
生
ご
み
、

雑
が
み
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
進
め
ま
す
。

使用済紙おむ
つの再利用等
方 式 の 一 例

（環境省ガイ
ドラインより
引用）

答

答

問答

カーボンニュートラル（温室効果ガス排出量の実質ゼロ）：二酸化炭素などの温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  森林等の吸収源による除去量との間の均衡を達成すること。
ゼロカーボンシティ：2050 年に二酸化炭素（温室効果ガス）排出量を実質ゼロにすることを目指す旨を市長が公表した
　　　　　　　　　　地方自治体。

カイ

　　　セツ　　

カイ

　　　セツ　　

カイ

　　　セツ　　

問答
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地域の廃校を

活用して放課後

カフェを開き、

幅広い年齢層に

来てもらう。

ふるさと納税の返礼品を高校生で考える。

「ちーたん」を活用して

高校生がゴミの分別

を広める。

農 業 体 験 を

地 域 の 人 と

一緒になって

行う。
高 齢 者 と の

交流を広める。

氷 上 西 高 校

まちづくり部

（ 部 活 動 ） の

活動をいろんな

年齢層の地域の

人に広める。

市の様々な

イベントに

参加して、

地域と関わる。

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

渡
辺
秀
幸

大
西
ひ
ろ
美

須
原
弥
生

太
田
喜
一
郎

吉
積 

毅

足
立
嘉
正

前
川
進
介

西
本
嘉
宏

酒
井
浩
二

小
川
庄
策

小
橋
昭
彦

夢を語ろう　未来へつなごう　丹波市議会

ミミライプライプロロジジェクトェクト 2021

　丹波市議会では、市議会議員と若者の距離を
縮め、若者の意見や考えが反映される「丹波市
づくり」につなげることを目的に、福知山公立
大学の協力のもと「丹波市議会☆ミライプロジェ
クト」を開催しました。

■一般質問

酒
さ か い

井　浩
こ う じ

二  議員

 

療
セ
ン
タ
ー
へ
の
進
入
道

路
確
保
の
為
、
周
辺
道
路

の
整
備
を
早
急
に
行
う
べ

き
で
な
い
か
。

停
止
命
令
時
で
は
、

河
川
の
許
容
範
囲
を

超
え
、
超
過
洪
水
の
「
警

戒
レ
ベ
ル
４
」
以
上
に
該

当
し
、
速
や
か
に
危
険
な

場
所
か
ら
全
員
に
避
難

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
、
現
施
設
等
で
は
対
応

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
対

策
方
針
を
定
め
施
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

平
成
16
年
台
風
23

号
で
は
、
激
甚
な
浸

水
被
害
が
発
生
し
た
が
、

そ
の
後
更
に
市
街
地
化
が

進
み
農
地
な
ど
の
減
少
に

よ
る
貯
水
能
力
が
低
下
す

る
中
で
、
市
と
し
て
の
浸

水
被
害
を
軽
減
す
る
具
体

的
対
応
策
は
何
か
。

県
が
行
っ
た
排
水
ポ

ン
プ
施
設
の
嵩
上
げ

や
、
柏
原
川
と
加
古
川
の

合
流
箇
所
に
お
け
る
背
割

堤
の
整
備
並
び
に
樋
門
や

排
水
ポ
ン
プ
の
稼
働
に
よ

り
一
定
の
被
害
軽
減
が
図

れ
て
お
り
、
今
後
は
雨
水

管
理
総
合
計
画
で
段
階
的

な
対
策
方
針
を
策
定
し
ま

す
。

水
害
発
生
時
の
災
害
対
応

は

内
水
氾
濫
対
策
の
排

水
機
場
の
停
止
を
命

ぜ
ら
れ
た
場
合
の
具
体
的

対
応
策
は
何
か
。
ま
た
、

水
害
時
に
お
け
る
丹
波
医

答 問

地
域
防
災
計
画
の
水
害
対
策

を
問
う

答

最
終
、
既
設
の
ハ
ー
ド
対
策

で
は
対
応
で
き
ず
全
員
に
避

難
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平 成 16 年 台
風 23 号 に よ
る稲継交差点
周辺及び公共
施 設 の 浸 水・
冠水状況図

問

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

 

消
防
団
員
自
動
車
運
転
免

許
取
得
費
補
助
制
度
創
設

消
防
団
車
両
の
中

で
準
中
型
免
許

が
必
要
な
車
両
数
並
び
に

運
転
が
出
来
な
い
団
員
の

免
許
の
取
得
に
向
け
た
応

募
状
況
は
ど
う
か
。

現
在
の
免
許
制
度

の
「
準
中
型
免
許
」

が
必
要
な
車
両
は
、
総
数

94
台
中
37
台
あ
り
、
所

属
す
る
部
の
消
防
団
員

７
２
９
名
の
う
ち
運
転
で

き
な
い
団
員
は
１
５
６
名

で
２
１
．
４
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
補
助
制
度
の
創

設
を
受
け
、
該
当
部
の
対

象
団
員
に
制
度
を
周
知

し
、
免
許
取
得
希
望
を
と

り
ま
と
め
55
名
の
希
望
者

が
あ
り
、
現
在
予
算
の
範

囲
内
で
申
請
手
続
き
後
に

順
次
教
習
所
へ
入
所
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
生
活

負
担
・
子
育
て
負
担

の
軽
減
に
、
二
世
帯
・
多

世
代
が
同
居
す
る
住
宅
へ

の
応
援
・
支
援
す
る
施
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

丹
波
市
住
生
活
基

本
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
か
ら
来
年
度

に
か
け
て
改
定
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
市
の
住
宅
施

策
等
の
取
組
み
に
つ
い
て

も
問
い
ま
す
。
こ
の
調
査

結
果
を
受
け
基
本
計
画
改

定
の
際
に
は
、
改
め
て
市

民
ニ
ー
ズ
等
の
変
化
も
考

慮
し
、
定
住
、
子
育
て
支

援
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施

策
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

答答 問

二
世
帯
・
多
世
代
へ
の
住
宅

支
援
策
は

答

丹
波
市
住
生
活
基
本
計
画
で

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

研
究
を
進
め
ま
す
。

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

 

有
機
農
業
を
支
援
し

た
い
と
の
思
い
は
あ

り
ま
す
が
、
大
き
な
予
算

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

現
時
点
で
は
具
体
的
な
計

画
は
あ
り
ま
せ
ん
。
給
食

で
の
活
用
を
含
む
有
機
農

業
の
推
進
施
策
に
つ
い
て

今
後
も
検
討
し
、
農
業
振

興
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

国
は
今
年
の
５
月
に

「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」を
策
定
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
有
機

農
業
の
取
り
組
み
面
積
を

25
％
に
す
る
目
標
を
示
し

た
。
有
機
の
里
・
丹
波
市

と
し
て
、
そ
れ
を
先
行
し

て
実
現
す
る
よ
う
戦
略
を

策
定
し
て
は
ど
う
か
。

農
の
学
校
や
市
島

有
機
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
な
が

ら
農
業
生
産
を
実
践
す
る

条
件
が
整
っ
て
い
る
と
は

認
識
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
有
機
農
業
の
取

り
組
み
へ
の
転
換
に
は
多

く
の
課
題
が
あ
り
、
具
体

的
数
値
目
標
を
掲
げ
た
実

施
計
画
を
策
定
す
る
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
３
０
年
ま
で
に

支
援
対
象
を
持
続

可
能
な
農
法
を
と
る
生
産

者
に
集
中
す
る
と
の
目
標

も
国
は
示
し
て
い
る
。

答 問

有
機
農
業
推
進
戦
略
の

立
案
を

答

具
体
的
数
値
目
標
は
持
ち
ま

せ
ん
が
、
推
進
施
策
の
立
案

を
進
め
て
い
ま
す
。

品目別有機農業取り組み比率
（令和３年度営農計画書集計による）

高校生が考えた地域のためにできるアイデア

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

答

問答

カイ

　　　セツ　　

準中型免許：車両総重量が 3.5 トン以上 7.5 トン未満の車両を運転する免許
カイ

　　　セツ　　

問

答

氷
上
西
高
校
生 

16 

× 

福
知
山
公
立
大
学
生 

17 

× 

丹
波
市
議
会
議
員 
20

　昨年度は新型コロナウイルス感染拡大で中止
となりましたが、福知山公立大学の協力のもと、
今回は兵庫県立氷上西高校生とオンライン会議
システム（Zoom）を使って、２年ぶりに開催す
ることができました。
　初めに、福知山公立大学の杉岡秀紀准教授に
よる「コロナ禍と地域協働」と題した講演の後
に「丹波市の高校生が大学や市役所、議会等と
協働し、地域のためにできること」についてグ
ループワークで意見を出し合いました。
　グループワークでは、初めはなかなか意見が
出ませんでしたが、大学生がファシリテーター
カイ

　　　セツ　　
となって高校生や議員の様々な意見を引き出

し、グループワークの中心になって進めてくれ
ました。
　グループごとの発表では、高校生が多彩なア
イデアを出してくれました。

ファシリテーター：グループワークで個々の考えや意見を聞きだして整理し、よい会議へと導く進行役。
カイ

　　　セツ　　

高
校
生
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
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▲ 傍聴に来られた方には、

印刷したものを閲覧用とし

てお渡ししています。

（注）資料の数には限りが

あります。

議員も日々、学んでいます。

　丹波市では議員力向上のため、年に数回、

議員研修会を実施しています。

　本年度１回目となる今回は、丹波篠山市

議会と合同で自治体議会研究所の高沖秀宣

さんをお招きし、「コロナ禍における議会

運営と議会力の向上」と題してご講演いた

だきました。

　議員一人ひとりが「コロナ禍における議

会の在り方」について考えるよい機会とな

りました。

車いすに乗ったまま

傍聴できるんだ～

ここでいろんなことが

決まるんだね

議場へ議場へようこそ！ようこそ！
議 員 研 修

議長席から

リフト

これが噂の 60 分

一本勝負？！

カウンター

議会 DJ ブース♪

モニター室

会議中は扉上の

ランプが点灯するよ

只今、会議中

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う国
の緊急事態宣言の発令等により、国産米の需要
は減少に歯止めがかからず過大な在庫が生じてお
り、さらに販売不振と米価下落で生産農家は苦境
に立たされている。
　今年度においては、政府が進める減産以上に古
米在庫が増加する見込みであり、すでに令和３年
度産米の米価下落がはじまっており、極めて深刻
な状況である。この事態が続けば、今後丹波市内
の生産農家の意欲の減退要因になりかねない。
　その対策として、コロナ禍において、全国的
に必要性が高まっている生活困窮者や学生などへ
の食糧支援の更なる強化など、従来の政策的枠組
みにとらわれることなく、備蓄米を有効に活用す
ること等によって、新年度生産米は、適正価格と
なり効果的に生産農家を支援することが考えられ
る。
　丹波市議会は、コロナ禍における米価下落に歯
止めをかけ、需給環境の改善など国において、あ
らゆる手段を講じるよう強く要望する。

国に対する

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

ギ
ロ
ン
の
論
点

決
算
を
チ
ェ
ッ
ク

９
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教えて！

議会ワード
 № 9

「
決け

っ
さ
ん算

審し
ん
さ査

」
っ
て
何
？

　

議
会
が
決
定
し
た
予
算

が
適
正
に
執
行
さ
れ
た
か

ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と

で
す
。

　

議
会
は
、
歳
入
歳
出
決

算
を
審
査
し
て
認
定
に
関

す
る
議
決
を
行
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
各
種
資

料
に
基
づ
い
て
そ
の
行
政

効
果
や
経
済
効
果
を
測
定

し
、
住
民
に
代
わ
っ
て
評

価
す
る
き
わ
め
て
重
要
な

意
味
が
あ
る
の
で
す
。

「
決け

っ
さ
ん
に
ん
て
い
せ
い
ど

算
認
定
制
度
」
っ
て

何
？

　

地
方
自
治
法
は
、
決
算

認
定
の
制
度
を
規
定
し
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
市
町
村
長
に

決
算
提
出
の
義
務
を
、
監

査
委
員
に
決
算
審
査
と
意

見
書
提
出
の
責
任
と
義
務

を
、
そ
し
て
議
会
に
決
算

認
定
の
権
限
を
そ
れ
ぞ
れ

与
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
も
っ
と
も

重
要
な
意
義
は
「
行
政
効

果
の
客
観
的
判
断
と
、
今

後
の
改
善
や
反
省
事
項
の

把
握
と
活
用
」
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

決
算
は
単
に
認
定
し
て

終
わ
り
で
は
な
く
て
、
そ

の
結
果
を
そ
の
市
町
村
の

行
政
運
営
の
一
層
の
健
全

化
と
適
正
化
に
役
立
て
る

と
い
う
将
来
に
向
け
て

の
、
前
向
き
な
意
義
が
重

要
な
の
で
す
。

　丹波市議会では、「開かれた議会」を

推進するために、令和 2 年 3 月第 107

回定例会よりホームページで議案書等を

公開しています。

　ご自宅でインターネット中継をご覧に

なられる場合など、ぜひご活用ください。 

議案書、審議資料

コロナ禍における米価下落対策を
求める意見書

議案書、審議資料 を
ホームページで公開しています！

本 会 議 や委 員 会 の視 聴 は
パソコン・スマホが便利♪

※ ライブ中継は本会議と委員会、
　 録画映像は本会議のみ。

ネット中継

　市議会では、本会議や委員会の様子を

インターネットでライブ中継しています。

　普段忙しくて傍聴に来ることができな

い方は、パソコン・スマホでご視聴くだ

さい。

　本会議は、録画映像も公開しておりま

すので、見逃した方もご覧になれます。

丹波市議会　インターネット中継

熱心に研修を受講する議員
（丹波篠山市民センターにて）

　普段入ることのできない市議会の

議場（本庁舎３F）をご紹介します。

　議場見学ツアー開催の際には、

ぜひ一度、お越しください。

意見書を提出しました

※ ギカイクイズの答えは ② です。
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日 月 火 水 木 金 土
11/28 29 30

本会議
議案提案
9：30 ～

12/1 ２ ３ ４

５ ６ ７
本会議
一般質問

（個人）
9：00 ～

８
本会議
一般質問

（個人）
9：00 ～

９
本会議
一般質問

（個人）
9：00 ～

10 11

12 13
本会議
議案質疑
委員会付託
9：30 ～

14 15 16
総務文教
常任委員会
9：30 ～

17
民生産建
常任委員会
9：30 ～

18

19 20
予算決算
常任委員会
9：30 ～

21
常任委員会
予備日

（PM)

22
常任委員会
予備日

23 24
本会議
委員長報告

・採決
9：30 ～

25

12月定例会の日程

＊上記の日程は変更になる場合があります。

　最新の情報はホームページなどでご確認ください。

　ＦＭ８０５たんば 
　「 議員さん こんにちは ! 」で

　「たんばりんぐ」情報発信中！
　　
　　議会をもっと身近に

https://www.facebook.com/tamba.gikai/

フェイスブックでも

　　市議会情報を発信中
丹波市議会では、本会議や委員会の

日程のほか、市議会からのお知らせ

をフェイスブックでも配信していま

す。

10 月 26 日（火曜日）

午後８時 30 分～

※再放送は

10 月 30 日（土曜日）

午後３時 30 分～

放送日

意見交換会

　今月号の表紙は、兵庫県立氷上高等学校

美術部の皆さんにご協力いただきました。

（裏表紙にも登場していただきました）

　コンセプトは「秋」！

　秋といえば彼岸花。「情熱」という花言葉

もあるそうです。それをイメージして電子

機器を使った「デジタルイラスト」という

手法で表現してみました。

作者　　中尾　流樺さん（２年）

 表紙の紹介 

美術部は 11 月の桃陵祭にむけて、

ポスターと作品づくりに頑張って

います。

市民との

意見交換会

オンラインでどこからでも参加できます

 ① ～ ⑧ の事項を 11 月８日（月）までに
ikenkoukankai@city.tamba.lg.jp
のアドレスまでお送りください。

〇 申込み時に入力されたメールアドレスに
　 開催日の３日前までに Zoom 参加用の
　 接続 URL・ミーティング ID をお送りし
　 ます。
〇 事前にオンライン会議ツール「Zoom」
　 のインストールが必要です。
〇 Zoom の使い方、インターネット環境の
　 サポートはいたしません。
〇 通信料は自己負担となります。
〇 進行の都合上、意見交換時を除き、
　 マイクは主催者側で一律ミュートと
　 させていただきます。
〇 主催者の広報活動、記録のために録音、
　 録画、写真撮影をさせていただきます。
　 また、広報紙に写真を掲載させていた
　 だきます。予めご了承ください。
〇 参加者による録画、録音、写真撮影は
　 固くお断りいたします。

申込方法

① 氏 　 名 ：オンラインで入室する氏名

② 年 　 代 ：10 代、20 代、30 代、40 代、50 代、60 代、

　　　　　　     70 代以上から選んでください。

③ 居住 ( 拠点 ) 地域：柏原、氷上、青垣、春日、山南、市島

　　　　　　　　　    から選んでください。

④ メールアドレス：URL・ミーティング ID を送るアドレス

⑤ 電話番号：当日連絡ができる電話番号

⑥ 参加希望日：11 月 13 日  or  11 月 16 日

⑦ 希望するテーマ：下記の中から１つ選んでください。

　Ａ  議員の適正な定数と報酬　　Ｂ  コロナウイルス対策

　Ｃ  子育て・教育　　　　　　　Ｄ  女性活躍

　Ｅ  農林業　　　　　　　　　　Ｆ  自由テーマ

⑧ 意見交換したい内容：具体的にあればご記入ください。
 丹波市議会事務局 
☎   0 7 9 5 - 8 2 - 1 4 7 2

お問い合わせ先

ひとことメモ
ひとことメモ

　高校生のアイデアでスタートした「知っ

てる !? ギカイクイズ」今回で７回目です。

議員や市議会のことを知る良い機会ですの

で、ぜひ皆さんで考えてみてください♪

ギカイギカイクイズクイズ
知ってる !?

※答えは 17 ページの一番下

　【問　題】

　市
し ぎ か い ぎ い ん

議会議員を選
せんきょ

挙で選
えら

ぶことが

　できるのは何
なんさい

歳から？　

　①　15 歳
さい

　②　18 歳
さい

　③　20 歳
さい

要事前
予約

対 象

令和３年 11 月 13 日 午後２時～土
11 月 16 日 午後７時～火

オンライン会議システム（Zoom）
市民と団体（市内に拠点を置く）で Zoom を使える方

場 所 先着 40 名
（１時間 30 分程度）
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ふるさと和田里山づくり協会の皆さん

ふるさと和田

振興会や有志

30 名で構成。

岩尾城・石金山など

の森林整備に取り組

んでいます。

森林整備の

ボランティア

大歓迎。

▲ 岩尾城跡の整備

　 作業中の様子

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
。
コ

ロ
ナ
禍
で
2
年
目
の
秋
を

迎
え
ま
し
た
。
祭
り
は
2
年

連
続
中
止
、
自
治
会
の
総
会

な
ど
も
書
面
議
決
。
田
舎
の

良
さ
で
あ
る
、
人
と
人
の
ふ

れ
あ
い
が
で
き
に
く
い
状

況
で
す
。

　

秋
は
新
米
、
栗
、
梨
、
黒

豆
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
収
穫
の

季
節
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

美
し
い
丹
波
市
の
田
園
風

景
も
危
機
に
あ
り
ま
す
。
高

齢
化
も
あ
り
、
米
作
り
を
や

め
よ
う
と
い
う
声
を
あ
ち

こ
ち
で
聞
き
ま
す
。
引
き
受

け
手
の
な
い
田
ん
ぼ
は
耕

作
放
棄
地
と
な
り
、
草
が
生

え
放
題
と
な
り
ま
す
。
地
域

が
力
を
合
わ
せ
、
美
し
い
田

園
風
景
を
残
し
た
い
も
の

で
す
。

［
発
行
責
任
者
］
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発行：兵庫県丹波市議会　

編集：広報広聴委員会　

〒 669-3692 兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp
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き

※ 個人のコメントであり、団体を代表するものではありません。

ココ丹波市
丹波市とと

にに期待期待していますしています！！市議会市議会のの

T A M B A R I N GT A M B A R I N G 6767

兵庫県立氷上高等学校 美術部の皆さん

※ 写真撮影のためマスクを外しています。

キ ャ ラ ク タ ー の

「ちーたん」を前面

に出して市の強み

をもっとアピール

してほしい。

鳥獣と共存

できる地域に。

夜道は危ないので

街灯を増やして

ほしいなぁ…。

作品を発表する

場を増やして

ほしい。


